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問　 題

色の 再認現象 の
一
端は 、記憶色 を通 じて 吟味

されて 来た 。 日常 目にす る事物 の 記憶色は 、
一

般的に その 測色値 とは
一

致せ ず 、 多くは純度 が

高 く 、 彩度や 明度 も上昇 して 再現 され る 。

　と こ ろ で 、色の 再認 性 を種 々 の 色相で検 討 し

た場合、色名の 発生 的な順序性 （Berlin＆ Kay，

1969； Morgan ＆ Corbett，1989）との 間 に 呼応

す る傾向が認 め られ る の だ ろ うか。 こ の よ うな

問は 、色名の 発生 を色概念の 明瞭性 とい う観点

か ら再考す る糸 口 になるが 、基本 11 色名か ら

連想 され る度合 い を事物間 で統制 した 上で 行 わ

れた、色 の 再認 実験 は見当た らない よ うに思わ

れ る。

　 そ こで 、本研 究で は基本色名 11 種か ら強 く

連想 され る事 物 とそ の イメ
ージ色を調 べ た上 で 、

各事物名 と共に 呈示 され た 色の 再認 実験 を行 い 、

色 名の 発生的な順序性 と呼応す る再認傾向が認

め られ るか否 か を検討す る 。

　　　　　　　　実験 1

＜ 目 的＞

　 11 種 の 基本色 名 （白 、 黒 、赤、緑、黄、青、

茶 、紫、ピ ンク、オレンジ 、灰）の 各色 か ら最 も強

く連想 され る事物を明 らか にす る 。

〈 方 法 ＞

　 11 種の 基本 色名に 対 して 強 く連想 され る具

体物の 名前 を、連想度 の 高い 順 に第 1 位 か ら 5

位 まで 記 述 し て も ら う。 被験者 は 大学 生 162

名 。 所要時間は約 30 分 。

〈結　果 ＞

　 1 ．各 色名に 対 して第 1 位 に 列 挙 され た 事

物 に は 5 点、第 5 位 に は 1点 と い うよ うに 、

5 段 階の 点数を割 り当て 、そ の 事物名の 合計点

数 を t と した。各色名に対 して挙 げられた 事物

の 合計点 を総て 加算 した値を T と し 、 各単語

の
一

定色内得点を R ＝
（t ／T）× 100 に よ っ て

求め た 。
こ の R の 順位を もとに

、 実験 IIで 用

い られ る色別連想価の 高い 事物は表 1 の よ うに

決定 された 。選 定の 原則は 、R の 順位 が 1 〜

2 位 で あ る こ とを優先 し 、 他の 色 に 対す る R

の 順位 が 5 位以内に な く、1 位 と 2 位の 事物が

類似 して い ない こ と、色名 と同一の 事物で はな

い こ と、不 快感 を与 えない 事物 で あるこ とな ど

で あ る。

　 2 ．連想価の 高い 事物 が出現す る頻度 は、基

本 11 色 の 中、前半の 6 色（Primary　basic8；Pb）
に 対す る方 が 、後半 の 5 色（Secondary　basics；
Sb）よ り高 い

。 特 に赤 に対 する 単語 が 1 番多 く、

続い て 白、緑、青、黄、黒の 順 で あ る 。 それ に

対 して 紫 、
ピ ンク、灰 （特に灰 色） へ の 事物 は、

他色 へ の 事物数の 半数に 満たない 程 で あ っ た。

　 　　　　　　 実験 II
〈 目 的 〉

　 実験 1 で選 ばれ た 、基本 11 色 か らの 連想価

が高い 計 22 の 事物 を表す 、最 も適切 な色（以

下、イメージ 色）をそれ ぞ れ 決定する 。

〈 方 法 〉

　 各事物 を最 もよ く表 して い る色紙を、机 の 上

に 置か れたカラ
ー・チャ

ートの 中か ら選択す る。カラー・

チャ
ー
トは、 目本色彩研究所監修 の 配色カ

ード 158b

の 中か ら選 ばれ た 105 色の カラ
ー
炉 ド （5x5cm）を、

縦 がトーン、横 が色相別に なる よ う B4 版 の 薄灰

（N7 ）ケ ン ト紙 上に貼 り並 べ たもの で あ る 。

表 1 基本色名に対 して連想される頻度の 高い事物

色名〔列 挙 回数） 白（1658）黒（1248） 赤（1861）　 緑（1626）　 黄（1336）　 青（1555） 茶 （1277）紫 （929）　 ビンク（978）オレンヅ（n91 ）灰（615）

1位 樋 想 度得 点 壷 （22、3） 髪（3α6） りん ご〔158）葉（17．6） レモ ン（27．1）夏 空（437 土 （36．6） ぶ どう（235 桃〔420 ） み か ん （41．5）ね ずみ （2生79）

2位 樋 想度得点 雪（221 ） カラス （ag トマ ト（98） きゆうり（63 バ ナナ（13β 海（368 ） 栗＊ ナ ス（9．1） 桜（18、5） 人参（5．8） ブロ ッ ク〔2α5）

　　　　 　 ＊ 先行研究をもとに採択
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　 実験は 左斜 め 上 か ら自然光 の 入 る静か な部

屋 で 行 い 、観察時間に 制限は設 けなか っ た。被

験者 は色覚健常 な大学生 20 名 。

＜ 結 果 ＞

　 1．各事物を最もよく表す 色 として選 ばれた

カラ
ー
カ
ー
ドの マンセル値と選択

一
致率 は表 2 に示す 通

りで ある 。 イメージ 色が 正 色に 集中し 、 か っ そ の

比 率が 70％以 上 に及 ん だ事物 は雪、雲、 りん ご

で ある。次い で髪、カ ラ ス 、 トマ ト、バ ナ ナ 、

レ モ ン も 50％に 達 して お り、Pb 色 の 白 ・黒 ・赤 ・

黄色に集中 して い る 。

　 2 ．一
方 、 選 ばれ た 色票が 分散 したの は 、青

に属す る夏空 、海 （ト
ー
ンはへ

  ルか らピ ビ シトに まで

及 ん だが 、色相 は gB） と緑に属す る葉 （卜一ンは ビ

ピ ットか らダー
ク、 色相も YG か ら BG にわた る）で

ある 。 こ れ らの 事物 （対 象） は季節や場所に よ

っ て 色が 変動す るた め なの か 、或い は青や緑 は

色の カ テ ゴ リ
ー

範囲 が広 い ためなの か 、検討 の

余地が残 されて い る 。

　 3 ．ねず み やブ ロ ッ ク で も色の 選定が分散 し

たの は 、ね ずみ が種類或い は 個体に よ っ て 色が

多様 な為、ブ ロ ッ クで はコンクリ
ー
ト・ブ ロックと レ ン

ガが連想 された 為 との 内観 報告がある。

　 表2．基本色名か ら高頻度で連想され た事物、
　 　 　 　 　イメ

ージ色
・
選 択率（％ ）、再認用 基準 色

色 名 験 1 lI 実　 lll

自 雲 N9．5　　　　 （80） N7．5
雪 閥9．5　　　　 （90） N7 ．5

黒 髪 N1．5　　　　 （50） N3．5
カラス N1．5　 　　 　 （50） N3．5

赤 りんご 4．OR4 ．5／14　 （70） 3．75R 　4／10

トマ ト 4．OR4 ．5／14　 （50） 3．75R 　4／10

緑 葉 9，0G　5，0／10，5　 （30） 10．OG　5／4
きゆうり 9，0G　5．0／10．5　（40） 1αOG　5／4

黄 バ ナナ 5．OY　8／13　 　 （50） 7．5Y　8／8
レモ 5．OY　8．5〆11　 （50） 7．5Y　8／6

青 夏 空 3．OPB　6／7　 　 （35） 2．5PB 　6／4

海 3．OPB 　5／10　 　 （35） 2．5PB 　5／6

茶 土 8．OY　3．5／6．0　 （40） 7．5YR 　3／2

栗 100R 　5．0／6．5　（40） 10．OR　5／2

紫 ナス 7．OP 　2．5／9．5　 （30） 7．5P 　3／6
ぶどう 7．OP2 ．5／9．5　 （35） 7．5P　3／6

ピンク 桃 6，0RP　6．5／7．5　（3  6．25RP 　4／10
桜 6．ORP　6、5〃．5　（50） 6．25RP　4／10

オレンジ み かん 4．OYR 　6／14　 （35） 3．75YR 　6／10

人参 10R 　5．5／14　 （50） 10R　5／8
灰 プロ ツ ク N6．5　 　 　　 （30） N4．5

ね 　み N4．5　 　 　　 （30） N3．5

　　　　　　　　実験 III

〈 目 的 〉

　事物名 と共 に提示 され た 色の 再認精度は色 名

の 発生的な順序性 と呼応す る傾 向を示 す可能性

を実験 1、H の 結果 をも とに検討する。

〈 方 法 ＞

　 1．記銘試 行 ： 表 1 に 示 した事物 名 の 印宇
された 色票 （3．5× 5．　5cm）を、薄灰 の 台紙 （N7，12
× 12cm）上に貼付 した単語カードを各 5 秒ず つ 計

22 枚提示 し、色を記 憶す る よ う教示 した 。 印

字 された 色票 の 色は、イメージ 色 か ら有彩色の 場

合に は彩度を 4 度、無彩色 で は 明度を 2 度 下げ

た （基準色、表 2 ）。 事物名 の 文 宇は
、 文 宇数

と文字種 に よ り 40〜60 フォントで 、見た上 の 大き

さと見 易さが ほ ぼ等 しい
。 色票 の み の 色か ド 15

種に よ る再認試行 も統制条件 として 実施 した 。

　 2 ，再認試行 ：記銘 した色票 を再認 用カラ
ー
チャ

ー

ト上 で指示 する課題を 、 遅延時間 20 秒 後に行 う。

チャ
ー
トには 、 基準色 と同色相、同明度で彩度が基

準色 と一4〜＋6 ステップ違 う色票 12〜 14 枚を薄灰
の 台紙 にラ ン ダム 順に 貼付 した 。 遅延期間 に は

暗算を行い
、 自然光の 入 る 部屋 で個別実験 を色

覚健常な大学生 19名に実施 した。
＜ 結 果 ＞

　 1 ，再認試行で の 選択率 が高い 色票 は 、 色カ
ー

ド 、 単語か ドい ずれ も記銘色票の 周辺 に位置 し

て お り、彩度、明度上の ズ レ も不規則 な もの で

は ない
。 そ の 位置を全体と して み る と、単語 か

ドの 方が高 彩度 寄 りに変移 して い る が、イメ
ー
ジ

色に達す る程の 変移量で は な い
。

　 2 ．有彩 色の 彩度変移量 は、単語カ
ード （平均

1．12）の 方 が色カ
ード （平均 0．55）よ り多 く、 中で

も、 8 色相 の うち Pb の 赤 、 緑 、黄 と Sbの 茶で

有意差 が認 め られ た （表 3 参照）。

　 3 ．有彩色 の 明 度変移量は 、色 カード （平均
0．17＞、単語カード（平均 0．08）共に彩度に比 べ て

少 ない 。だが 、明度に お い て も色カ
ー
ドの 方がそ

の 量 は多く、Pb の 緑、青、　Sb の 紫、 ピ ン ク の

4 色で 有意差 が認め られ た e 但 し 、 紫を除 く 3

色で は低明度側へ の 変移 で あ っ た 。

　4 ，無彩色 （白、灰 、 黒）の 明度変移 量は 、
色か ド（平均 O．　25）と単語カード（平均 0．22）共に

少 な く 、 両者 の 間に有意差は ない 。

表3 色再認 に 見 られる変移 の 方 向性
Primara　basics Seconda　 basiGS

白　黒　赤　 緑　黄　 青 茶 　 紫 ピン ク オレン
・ 灰

彩度変｛

明 度変イ

→脚・：P＜．01　一レ ：P〈．05　矢印の 向き：変移 の 方向

［ 1＝コ：：＝ ＝ ：二＝＝こ＝ 二：：＝ ］ 93


